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平
成
二
十
九
年
「
酉
年
」

の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
壮

健
で
新
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、日
頃
は
、

治
山
林
道
事
業
の
推
進
に
格

別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
世
界
に
お
い
て
予
想
も
し
な
い
出
来
事

が
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
各
国
で
の
テ
ロ
事
件
や
難

民
問
題
、
経
済
的
に
は
、
英
国
で
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
問
う

国
民
投
票
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
で
の
結
果
は

世
間
の
前
評
判
を
覆
す
こ
と
と
な
り
、
青
天
の
霹
靂
と

言
っ
て
も
過
言
で
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
事
象
が
及
ぼ
す
国
内
へ
の
影
響
も
大
い
に
懸
念
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
に
目
を
移
し
ま
す
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
法
、
地

球
温
暖
化
対
策
、
北
方
領
土
、
尖
閣
列
島
問
題
等
、
さ

ら
に
経
済
的
に
は
年
金
法
制
度
改
正
、
消
費
税
延
期
、

為
替
の
変
動
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
等
に
よ
る
景
気
動
向
に

未
だ
多
く
の
懸
案
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
国

内
経
済
は
、
金
融
緩
和
策
に
よ
り
外
需
依
存
型
企
業
の

成
長
が
進
み
、
企
業
の
設
備
投
資
も
大
手
を
中
心
に
上

向
き
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

地
方
の
中
小
企
業
、
個
人
の
消
費
は
未
だ
そ
の
実
感
が

感
じ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、今
後
は
更
に「
地

方
創
生
」
に
向
け
た
施
策
を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
に
課
題
の
多
い
中
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し

ま
し
て
は
、
昨
年
に
続
き
今
年
も
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生

理
学
に
お
い
て
日
本
の
研
究
者
が
受
賞
さ
れ
た
こ
と
、

ま
た
当
初
盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
多
く
の
若
い
選
手
が

輝
し
い
成
績
を
収
め
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
向
け
て
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
。
今
後
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
課
題
は

残
っ
て
い
ま
す
が
そ
の
取
り
組
み
に
大
い
に
期
待
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
今
年
も
日
本
列
島
を
多
く
の
自
然
災
害
が
猛
威

を
振
る
い
ま
し
た
。
東
北
、
北
海
道
へ
の
予
期
せ
ぬ
大

型
台
風
の
襲
来
、
ま
た
九
州
地
方
、
熊
本
・
大
分
県
の

活
断
層
帯
地
震
に
よ
る
大
災
害
、
同
じ
く
鳥
取
県
西
部

の
活
断
層
帯
地
震
に
よ
り
多
く
の
人
々
が
被
災
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
様
に
最
近
の
地
震
発
生
の
様
子
か
ら
研
究

者
の
間
で
は
既
に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
い
ま
し
て
事
前
防
災
対
策
は
必
要
不
可
欠
な
事
案
で

あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な

い
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
国
・
県
の
取
り
組
む
林
野
事
業
に
お
き
ま

し
て
も
、
昨
今
の
多
発
す
る
豪
雨
に
よ
る
甚
大
な
山
地

災
害
の
状
況
を
見
据
え
、
ま
た
こ
れ
か
ら
起
こ
る
で
あ

ろ
う
巨
大
地
震
に
備
え
る
事
前
防
災
・
減
災
対
策
と
し

て
、
そ
し
て
林
業
成
長
産
業
化
を
図
る
上
に
お
い
て
更

な
る
予
算
確
保
に
務
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
結

果
、
平
成
二
十
九
年
度
林
野
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

対
前
年
度
比
一
〇
〇
・
八
％
、
公
共
事
業
費
で
一
九
〇
〇

億
円
、
非
公
共
事
業
費
で
は
一
〇
五
六
億
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
を
も
っ
て
適
正
な
施
策
へ
の
活
用
を
進

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
予
算
の
確
保
、
事
業
の
推
進
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
当
協
会
の
会
長
と
し
て
、
ま
た
、「（
社
）

日
本
治
山
治
水
協
会
・
日
本
林
道
協
会
」、
さ
ら
に
「
森

林
整
備
・
治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟
」
の
会
長
と
し
て

治
山
林
道
事
業
の
重
要
性
を
訴
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

治
山
林
道
事
業
の
推
進
に
精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
会
員

皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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台
頭
し
、
歴
史
の
特
異
点
と
な
る
」
と
さ
れ
ま

す
。

　

本
年
は
、
ラ
ン
ナ
ー
目
線
で
、
さ
ら
な
る
進

化
を
遂
げ
る
記
念
す
べ
き
「
第
十
回
と
く
し
ま

マ
ラ
ソ
ン
」
が
春
を
彩
り
、ド
イ
ツ
・
ニ
ー
ダ
ー

ザ
ク
セ
ン
州
と
の
友
好
交
流
提
携
も
十
周
年
を

迎
え
、「
奇
跡
の
収
容
所
」
板
東
俘
虜
収
容
所

関
係
資
料
の
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」
登
録

へ
の
挑
戦
な
ど
一
層
の
関
係
深
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
に
先
駆
け
、
津
波
浸
水
を
受
け

な
い
高
台
移
転
を
進
め
る
海
部
病
院
は
、平
時
、

災
害
時
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
繋
ぐ
「
先
端
災
害
医

療
拠
点
」
と
し
て
開
院
、
日
本
の
統
治
機
構
改

革
の
突
破
口
「
消
費
者
庁
等
の
徳
島
移
転
」
で

は
、「
消
費
者
行
政
新
未
来
創
造
オ
フ
ィ
ス
」

が
い
よ
い
よ
県
庁
舎
で
開
設
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
県
土
面
積
の
七
十
六
％
を
占
め
県

土
強
靱
化
に
不
可
欠
な
「
森
林
の
整
備
・
保
全
」

で
は
、
間
伐
等
に
よ
る
計
画
的
な
森
林
整
備
を

は
じ
め
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
土
砂
災
害
か
ら

生
命
・
財
産
を
守
る
治
山
施
設
や
地
す
べ
り
防

止
施
設
、
大
規
模
災
害
時
に
緊
急
輸
送
道
路
を

補
完
す
る
農
林
道
の
整
備
を
積
極
的
に
促
進
し

て
参
り
ま
す
。

　

大
激
動
を
暗
示
す
る
丁
酉
の
平
成
二
十
九

年
、「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
」
変
え
て
き
た

徳
島
か
ら
、「
一
歩
先
の
未
来
」
を
先
取
り
し
、

「
一
億
総
活
躍
」
と
「
日
本
創
成
」
を
リ
ー
ド

で
き
る
よ
う
、「
現
場
主
義
・
県
民
目
線
」
で
、

今
年
も
挑
戦
し
続
け
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理

解
、ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

熊
本
地
震
の
教
訓
を
活
か
し
、
発
災
後
三
十
分

で
支
援
第
一
陣
が
出
発
、
そ
の
後
も
消
防
や
保

健
師
に
加
え
、
応
急
危
険
度
判
定
士
や
住
家
被

害
認
定
調
査
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、
市
町
村
や

関
係
団
体
と
も
連
携
し
全
面
的
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
世
界
の
平
均
気
温
が
、
過
去
最
高
を

更
新
し
続
け
る
中
、「
今
世
紀
後
半
に
温
室
効

果
ガ
ス
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
」
と
の
歴
史
的
合
意

「
パ
リ
協
定
」が
発
効
し
ま
し
た
。
県
で
は
、「
川

口
ダ
ム
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の

オ
ー
プ
ン
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
燃
料
電
池

自
動
車
の
導
入
な
ど
究
極
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
「
水
素
」
へ
の
対
応
、
全
国
初
の
「
脱
炭

素
社
会
条
例
」
の
制
定
な
ど
、「
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
協
議
会
・
会
長
県
」
と
し
て
、
地
球
温
暖

化
対
策
を
積
極
的
に
リ
ー
ド
致
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
と
な
る
森
林
・
林

業
で
は
、
平
成
三
十
六
年
度
ま
で
に
、
県
産
材

生
産
量
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
の
約
四
倍
と

な
る
「
六
十
万
㎥
」
に
ま
で
引
き
上
げ
る
と
の

目
標
を
掲
げ
た「
新
次
元
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
基
づ
き
、
生
産
性
向
上
に
必
要
な
高
性
能
林

業
機
械
の
大
型
化
や
搬
出
量
増
加
に
対
応
す
る

林
道
な
ど
の
林
内
路
網
整
備
を
積
極
的
に
推
進

致
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
「
丁
酉
（
ひ
の
と
・

と
り
）」。「
丁
」
は
、「
新
旧
の
衝
突
」
を
表
し
、

「
酉
」
は
「
酒
」
に
通
じ
、
麹
が
発
酵
す
る
よ

う
に
、
内
に
醸
さ
れ
た
新
勢
力
が
発
現
す
る
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
丁
酉
の
年
は
、

「
未
来
を
左
右
す
る
新
し
い
考
え
方
や
動
き
が

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
女
性
活
躍
推
進
法
」
の
全
面
施

行
な
ど
「
働
き
方
改
革
」
が
叫
ば
れ
、「
第
四

次
産
業
革
命
」
と
し
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
や
人
工
知
能
な
ど
情
報
技
術

が
大
き
く
進
展
す
る
一
方
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱

や
米
国
の
大
統
領
選
な
ど
価
値
観
の
大
変
革
の

予
兆
を
感
じ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
地
方
創
生
・
本
格
展
開
の
年
」
で

も
あ
り
、
徳
島
発
の
新
し
い
働
き
方
「
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
は
、
東
京
な
ど
か
ら
の
県
内

進
出
企
業
数
が
過
去
最
多
。
さ
ら
に
、
合
計
特

殊
出
生
率
が
一
・
五
三
、
伸
び
幅
は
全
国
平
均

〇
・
〇
三
の
二
倍
以
上
〇
・
〇
七
と
な
る
中
、
子

育
て
の
負
担
が
増
す
「
小
一
の
壁
」
を
打
破
す

べ
く
、
第
三
子
以
降
の
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
料
」
を
無
料
化
、
全
国
初
、
全
県
下
で
展

開
中
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

は
、
一
部
で
病
児
・
病
後
児
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
、
出
逢
い
の
場
を
創
出
す
る
公
的
結
婚

支
援
の
拠
点
「
マ
リ
ッ
サ
と
く
し
ま
」
も
開
設

致
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
昭
和
南
海
地
震
か
ら
七
十
年
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
五
年
の
「
防
災
メ
モ
リ
ア
ル
イ

ヤ
ー
」
と
し
て
啓
発
活
動
を
強
化
す
る
中
、
熊

本
県
、
鳥
取
県
中
部
、
福
島
県
沖
と
相
次
い
で

大
き
な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
県
で
は
、
積

極
的
か
つ
迅
速
な
支
援
活
動
を
展
開
し
、特
に
、

全
国
初
の
隔
遠
地
協
定
を
結
ぶ
鳥
取
県
へ
は
、

新年のご挨拶
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路
網
整
備
は
目
標
達
成
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い

事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
林
道
、
路
網
整
備
の
推
進
は
も
と
よ

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
「
と
く
し
ま
林
道
ナ

ビ
」
を
開
設
し
、
林
道
へ
の
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
素
早
く
対
応
す
る
た
め
、
通
行
止
め
情
報

や
、
周
辺
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を

発
信
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
五
月
十
五
日
に
は
、

開
設
一
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
佐
那
河

内
村
大
川
原
高
原
で
「
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
県
内
外
か

ら
二
百
三
十
人
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
利
用
が
拡
大
さ
れ
、
中
山
間

地
域
に
新
た
な
「
に
ぎ
わ
い
」
を
興
す
地
方
創

生
の
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
治
山
林
道
事
業
は
、
木
材
生

産
の
基
盤
を
支
え
る
と
と
も
に
、
森
林
の
整
備

や
保
全
を
通
じ
て
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の

増
進
や
地
球
温
暖
化
対
策
、
中
山
間
地
域
の
生

活
基
盤
の
維
持
・
向
上
、
さ
ら
に
地
方
創
生
な

ど
、
多
様
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
本
県
の
重

要
施
策
に
密
接
に
関
わ
る
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
治
山
林
道
事
業
の
更
な
る
推
進

に
当
た
り
ま
し
て
、
皆
様
の
一
層
の
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
貴
協
会
の
ま
す
ま
す

の
御
発
展
と
皆
様
の
御
健
勝
、
御
活
躍
を
心
か

ら
祈
念
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

強
靱
化
・
地
域
計
画
」
を
策
定
し
、
国
と
一
体

と
な
っ
て
治
山
施
設
等
を
整
備
し
、
近
年
大
型

化
す
る
台
風
や
激
化
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る

大
規
模
な
水
害
、
土
砂
災
害
を
は
じ
め
、
突
発

的
な
豪
雪
に
よ
る
災
害
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
自
然

災
害
に
対
し
、
致
命
的
な
被
害
を
負
わ
な
い
強

さ
と
速
や
か
に
回
復
す
る
し
な
や
か
さ
を
持
っ

た
「
強
靱
な
県
土
」
を
つ
く
り
あ
げ
、
県
民
生

活
や
地
域
社
会
、
産
業
、
伝
統
・
文
化
な
ど
を

守
っ
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
、
我
が
国
で
は
、
高
度
成
長
期
以
降
に

集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
が
今
後
一
斉

に
老
朽
化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
維

持
管
理
・
更
新
等
を
適
正
に
行
っ
て
い
く
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
治
山
林
道
施
設
に

つ
い
て
は
、
交
付
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
平

成
三
十
一
年
度
ま
で
に
「
個
別
施
設
計
画
」
を

策
定
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

長
寿
命
化
対
策
に
向
け
た
取
り
組
み
や
技
術
的

手
法
等
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、「
地
方
創
生
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
格
展
開
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
首
都
圏
に
お

け
る
新
た
な
「
情
報
発
信
」
と
「
交
流
」
の
拠

点
と
し
て
、
東
京
都
渋
谷
区
に
「
と
く
し
ま
ブ

ラ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
県
産
材
を
活
用
し
つ

つ
、
開
設
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
山
間
地
域
か

ら
「
地
方
創
生
」
を
実
現
す
る
た
め
、「
新
次

元
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
お
り
、

十
年
後
の
県
産
材
生
産
量
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開

始
前
の
約
四
倍
と
な
る
六
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
治
山
林
道
事
業
は

も
と
よ
り
、
本
県
の
農
林
水
産
行
政
全
般
に
わ

た
り
ま
し
て
、
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
熊
本
、
鳥
取
と
相
次
い
だ
大
規
模

な
活
断
層
地
震
に
お
け
る
様
々
な
被
災
地
支
援

を
通
じ
、
直
下
型
の
強
い
揺
れ
へ
の
備
え
や
、

大
規
模
災
害
時
の
応
援
・
受
援
体
制
の
重
要
性

を
、
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
県
に
お
い
て
も
、
鳴
門
市
か
ら
三
好
市
に

か
け
「
中
央
構
造
線
・
活
断
層
帯
」
が
縦
断
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
活
断
層
地
震
」
や
、
切

迫
す
る
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
を
迎
え
撃

つ
べ
く
、「
震
災
に
強
い
社
会
づ
く
り
条
例
」

を
制
定
致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
条
例
に
基
づ

き
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
初
の
土
地
利
用
規
制

と
し
て
、「
特
定
活
断
層
・
調
査
区
域
」
を
指

定
し
、
活
断
層
地
震
の
被
害
回
避
に
向
け
、
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
、
昨
年
十
月
三
十
一
日
に
、

学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
「
中
央
構
造
線
・
活

断
層
・
被
害
想
定
・
検
討
委
員
会
」
を
発
足
致

し
、
年
度
内
に
は
「
震
度
分
布
図
」
を
、
来
年

八
月
末
ま
で
に
は
「
被
害
想
定
」
を
策
定
・
公

表
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
を
基
に
、
活
断
層
地

震
に
備
え
る
防
災
・
減
災
対
策
の
一
層
の
充
実
・

強
化
に
、し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
国
で
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
「
国
土
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「
新
年
の
ご
挨
拶
」

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
本
年
も
昨
年
と
同
様
に
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
私
も
、
四
回
目
の
年
男
（
酉
年
）
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
も
う
、
五
十
に
手
が
届
く
歳

と
な
り
、
ま
だ
ま
だ
若
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
体
力
・
脳
力
と
も
に
衰

え
て
き
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

　

私
も
、
県
庁
に
入
庁
し
て
、
治
山
七
年
、
林
道

十
八
年
（
う
ち
県
庁
二
年
）、
県
土
整
備
部
工
務
担

当
二
年
、
今
現
在
、
県
庁
で
林
地
保
全
二
年
と
担
当

さ
せ
て
頂
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ほ
と
ん
ど

が
、
森
林
土
木
事
業
に
携
わ
っ
て
き
て
、
そ
の
中
で

も
、
林
道
担
当
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
、

何
に
対
し
て
も
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
日
々
で
、

先
輩
方
に
一
つ
一
つ
丁
寧
に
教
え
て
頂
き
、
毎
日
を

必
死
に
頑
張
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

新
人
の
頃
の
仕
事
と
い
え
ば
、
図
面
の
青
焼
き
、

図
面
折
り
、
設
計
書
の
チ
ェ
ッ
ク
で
し
た
。
青
焼
き

機
械
は
ア
ン
モ
ニ
ア
を
使
用
し
、
焼
き
付
け
て
図
面

を
印
刷
す
る
機
械
で
、
そ
の
ア
ン
モ
ニ
ア
の
悪
臭
に

耐
え
な
が
ら
、
丸
一
日
、
図
面
を
焼
い
て
い
ま
し
た
。

今
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
図
面
を
作
成
し
、
プ
リ
ン
タ
ー

で
図
面
を
コ
ピ
ー
し
、
紙
折
り
機
で
図
面
を
折
る
よ

う
に
な
り
、
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
は
、
昔
の
ア
ナ
ロ
グ
も
良
い
思
い
出
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
台
風
に
よ
る
災
害
、
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
発
生
以
降
、
熊
本
、
鳥
取
の
大
地
震
が
発
生

し
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
て
お
り
、
自
然
災
害
の
凄
さ
を
改
め
て
思
い
知

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
県
に
お
い
て
も
、
南
海
ト
ラ

フ
大
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
被
災
者
に
な
り
う

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
森
林
整
備
事
業
に

携
わ
る
一
人
と
し
て
、過
去
の
災
害
等
で
得
た
知
識
、

経
験
を
い
か
し
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
、
健
康
に
十
分
留
意
さ
れ
、
益
々
の
飛
躍
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
年
頭
の
ご
挨
拶
」

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
た
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
治
山

林
道
事
業
に
対
し
ま
し
て
ご
協
力
と
ご
理
解
を
い
た

だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
現
在
、治
山
事
業
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、

昨
年
は
徳
島
県
を
襲
う
大
き
な
豪
雨
災
害
な
ど
は
、

例
年
に
比
べ
て
比
較
的
少
な
か
っ
た
印
象
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
に
目
を
向
け
て
み
ま
す

と
、
四
月
に
起
き
た
「
熊
本
地
震
」
を
は
じ
め
、
八

月
に
東
北
・
北
海
道
を
襲
っ
た
台
風
に
よ
る
豪
雨
災

害
な
ど
、
自
然
災
害
の
発
生
は
時
期
や
場
所
を
選
ぶ

こ
と
な
く
起
き
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
「
熊
本
地
震
」
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
が
熊

本
県
の
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
非
常
に
関
心
が

高
く
、
被
害
や
避
難
状
況
な
ど
の
動
向
を
み
て
い
ま

す
と
、
直
下
型
地
震
の
怖
さ
と
避
難
生
活
の
過
酷
さ

な
ど
を
改
め
て
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
徳
島
県
北
部
に
は
、
県
を
東
西
に
走
る
日

本
最
大
級
の
活
断
層
「
中
央
構
造
線
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
央
構
造
線
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
数
百
年
動

か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
熊
本
地
震

を
引
き
起
こ
し
た
活
断
層
の
動
き
は
、
予
測
が
明
確

で
は
な
く
地
震
が
起
こ
る
確
率
も
低
い
地
域
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
熊
本
地
震

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
中
央
構
造
線
の
地
震
も
い
つ

起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。

　

直
下
型
地
震
に
限
ら
ず
徳
島
県
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
は
さ
ら
に
厳
し
く
、
プ
レ
ー
ト
境
界
型
の
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
今
後
三
十
年
以
内
に
七
〇
％

の
確
率
で
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
レ
ー
ト
境

界
型
の
地
震
は
、
揺
れ
に
加
え
て
津
波
に
よ
る
浸
水

被
害
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
熊
本
地
震
は
内
陸
を
中

心
と
し
た
被
害
で
し
た
が
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

は
、
内
陸
部
と
海
岸
部
の
広
範
囲
に
被
害
が
広
が
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
さ
ら
な
が
ら
地
震
に
限

ら
ず
自
然
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
で
も
起
こ
り
得
ま

す
の
で
、
今
回
の
熊
本
地
震
を
機
に
、
皆
様
も
今
一

度
「
災
害
へ
の
備
え
」
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　

こ
の
熊
本
地
震
で
私
が
気
に
な
っ
た
こ
と
は
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
」
の
大
変
さ
と
大
切
さ
で
し
た
。

支
援
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
よ
り
効
率

的
に
行
う
こ
と
と
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
と
の
繋
が

り
や
役
割
分
担
を
よ
り
早
く
築
き
協
力
し
合
え
る
か

は
、
避
難
生
活
を
送
る
う
え
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
よ
う
で
す
。

　

今
、
新
し
い
年
を
迎
え
て
思
う
こ
と
は
、「
こ
れ

か
ら
も
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
、
自
分
の
立

ち
位
置
を
確
か
め
な
が
ら
日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い

け
れ
ば
」
と
、
当
た
り
前
な
が
ら
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
年
一
年

が
健
康
で
実
り
あ
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

森
林
整
備
課

林
地
保
全
担
当

井
　
川
　
恭
　
一
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農
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産
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備
局

森
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整
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課

宮
　
本
　
真
　
二
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去
る
十
二
月
一
日

東
京
都
内
の
ホ
テ

ル
・
ル
ポ
ー
ル
麹
町

で
平
成
二
十
八
年
度

の
日
本
林
道
協
会
の

通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
冒
頭
山

口
俊
一
会
長
か
ら
、

公
共
事
業
の
来
年
度

当
初
予
算
要
求
が
対

前
年
比
一
二
〇
％
と

し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
森
林
整

備
治
山
事
業
促
進
議

員
連
盟
と
し
て
財
務

省
へ
の
予
算
要
望
を

進
め
て
い
る
。
来
年

度
予
算
を
巡
る
状
況

は
厳
し
い
が
、「
緑

の
国
土
強
靭
化
対

策
」
の
強
力
な
推
進
、
ま
た
災
害
に
対
抗
す
る
事
前
防
災
の

取
り
組
み
の
た
め
必
要
額
を
確
保
し
て
い
き
た
い
と
の
力
強

い
決
意
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
沖
林
野
庁
次
長
よ
り
「
地
方
創
生
と
林
業

成
長
化
産
業
の
実
現
に
向
け
た
経
営
基
盤
の
根
幹
で
あ
る
森

林
土
木
事
業
の
着
実
な
推
進
を
図
っ
て
い
く
」
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
山
口
会
長
が
議
長
に
就
任
し
議
案
第
一
号
か
ら
議

案
第
五
号
ま
で
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
林
道

平
成
二
十
八
年
度
日
本
林
道
協
会
通
常
総
会

治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

林
野
庁
長
官
賞

●
第
十
七
回
民
有
林
林
道
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

勝
浦
建
設
㈱�

廣　

安　

稔　

子

林
道
開
設
事
業　

生
実
八
重
地
線
生
実
工
区

日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞

●
第
三
十
二
回
民
有
林
治
山
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

南
建
設
㈱�

高　

木　
　
　

司

復
旧
治
山
事
業　

つ
る
ぎ
町　

木
地
屋

●
第
十
七
回
民
有
林
治
山
木
材
使
用
コ
ン
ク
ー
ル　

　
　

㈱
ウ
ッ
ド
ピ
ア�

松　

家　

貞　

夫

保
安
林
改
良
事
業　

内
宇
夫
谷

日
本
林
道
協
会
長
賞

●
第
三
十
二
回
民
有
林
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

㈱
新
居
組�

新　

居　

健　

一

林
道
開
設
事
業　

岩
倉
蝉
谷
線
木
沢
工
区

予
算
の
確
保
と
施
策
の

充
実
等
五
項
目
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
行
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
「
治
山
・
林

道
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
」
が
行
わ
れ
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰
七

名
を
は
じ
め
合
わ
せ
て
一
三
八
名
の
方
々
が
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
受
賞
を
さ
れ
た
本
県
の
五
名
の
皆
様
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
者

林
野
庁
長
官
賞

●
第
三
十
九
回
林
道
維
持
管
理
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

那
賀
町
長�

坂　

口　

博　

文

下
司
林
谷
線
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去
る
十
一
月
七
日
徳
島
市
の
建
設
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平

成
二
十
八
年
度
治
山
林
道
技
術
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

徳
島
県
の
ご
協
力
の
も
と
、
予
想
を
上
回
る
約
一
二
〇
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
技
術
研
修
会
は
時
代
に
即
し
た
治
山
林
道
工
事
に
繋

が
る
研
究
や
情
報
、
安
全
で
事
故
の
な
い
現
場
管
理
、
及
び

日
々
変
貌
す
る
森
林
土
木
技
術
の
対
応
と
資
質
向
上
を
目
的

と
し
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
も
当
研
修
会
は
全
国
土
木
施

工
管
理
技
士
会
連
合
会
の
継
続
教
育
学
習
制
度（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）

の
認
定
研
修
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
の
講
師
及
び
概
要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
研
修
Ⅰ　

徳
島
県
が
進
め
る
防
災
減
災
の
取
り
組

み
と
今
回
の
熊
本
地
震
に
つ
い
て

徳
島
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局　
　

森
林
整
備
課　
宮
本
主
査
兼
係
長

　

徳
島
県
が
進
め
る
山
地
防
災
ヘ
ル
パ
ー
強
化
の
目
的
と
山

地
災
害
の
危
険
信
号
に
つ
い
て
。
徳
島
県
が
実
施
し
て
き
た

治
山
事
業
と
過
去
の
災
害
に
つ
い
て
。
先
だ
っ
て
発
災
し
た

熊
本
地
震
か
ら
学
び
災
害
か
ら
身
を
守
る
留
意
点
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
た
。

■
研
修
Ⅱ　

労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て

労
働
基
準
監
督
署　

渡
辺
岳
彦
課
長

　

公
共
工
事
品
質
確
保
法
改
正
に
伴
い
入
札
制
度
や
現
場
管

理
が
見
直
さ
れ
、
徳
島
県
に
於
い
て
も
安
全
管
理
の
取
り
組

み
や
入
札
に
関
連
す
る
項
目
が
改
正
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の

変
更
点
を
踏
ま
え
着
眼
点
や
直
接
的
対
応
に
つ
い
て
、
ま
た

現
場
技
術
員
の
現
場
事
象
・
現
場
対
処
方
法
な
ど
の
内
容
を

盛
り
込
み
具
体
的
に
徳
島
県
の
実
情
に
即
し
た
実
体
、運
用
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

■
研
修
Ⅲ　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
る　
徳
島
県

の
地
震
動
と
津
波
か
ら
命
を
守
る

高
知
大
学
防
災
推
進
セ
ン
タ
ー

岡
村
特
任
教
授

　

前
回
の
昭
和
南
海
地
震
か
ら
七
十
年
が
経
過
し
次
の
巨
大

地
震
の
発
生
が
迫
っ
て
い
る
。
今
後
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
巨

大
地
震
の
解
析
と
最
大
級
の
揺
れ
や
津
波
か
ら
命
を
守
る
防

災
減
災
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
先
日
発
生
し
た
九

州
地
方
の
活
断
層
帯
地
震
か
ら
四
国
の
中
央
構
造
線
活
断
層

へ
の
影
響
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

■
研
修
Ⅳ　
土
木
技
術
者
の
原
点
と
今
後
の
対
策

　
　
　
　
　
セ
ミ
ナ
ー

コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
所　
松
野
次
長

　

土
木
技
術
者
の
原
点
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
公
共
工

事
の
品
質
確
保
の
促
進
方
針
の
改
正
に
伴
う
対
応
に
つ
い

て
、
入
札
契
約
制
度
の
改
定
の
対
応
に
つ
い
て
、
等
の
今
後

行
う
べ
き
取
り
組
み
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

治
山
林
道
技
術
研
修
会
開
催
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■
平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て
は
、
梅
雨
前
線
等
に
伴

う
豪
雨
や
、
台
風
の
影
響
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

　

◦
山
地
災
害
に
つ
い
て
は
、
二
市
二
町
で
、
七
箇
所
、
面

積
一
・
〇
三
ha
、被
害
額
一
億
六
千
七
百
三
十
四
万
六
千

円

　

◦
治
山
施
設
災
害
に
つ
い
て
は
、
一
市
一
町
で
、
二
箇
所
、

被
害
額
四
千
四
百
八
十
四
万
八
千
円

　

◦
林
道
災
害
に
つ
い
て
は
、
二
市
六
町
一
村
で
、
三
十
七

箇
所
、
延
長
二
千
二
百
三
十
三
ｍ
、
被
害
額
七
億
一
千

　
　

五
百
三
十
三
万
円

　

◦
治
山
林
道
被
害
は
、
四
十
六
箇
所
、
被
害
額
九
億
二
千

　
　

七
百
五
十
二
万
四
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
被
害
時
の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
◦
平
成
二
十
八
年
七
月
八
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
の
梅
雨

災
害

　
　

最
大
時
間
雨
量　
　
　
　

三
十
㍉
（
海
陽
町
神
野
）

　
　

連
続
雨
量　
　
　
　

百
二
十
七
㍉
（
海
陽
町
大
井
）

　
　

最
大
日
雨
量　
　
　

百
二
十
七
㍉
（
海
陽
町
大
井
）

　
　
◦
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
八
日
か
ら
二
十
九
日
に
か
け

て
の
八
月
豪
雨
災
害

　
　

最
大
時
間
雨
量　
　
　

七
十
六
㍉
（
美
馬
市
古
宮
）

　
　

連
続
雨
量　
　
　
　

百
三
十
五
㍉
（
美
馬
市
古
宮
）

　
　

最
大
日
雨
量　
　
　

百
三
十
五
㍉
（
美
馬
市
古
宮
）

　
　
◦
平
成
二
十
八
年
九
月
十
九
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
の

台
風
十
六
号
豪
雨
災
害

　
　

最
大
時
間
雨
量　
　

百
二
十
三
㍉
（
徳
島
市
丈
六
）

　
　

連
続
雨
量　
　
　

三
百
四
十
四
㍉
（
佐
那
河
内
村
宮
前
）

　
　

最
大
日
雨
量　
　

四
百
四
十
二
㍉
（
海
陽
町
久
尾
）

■
治
山
災
害
の
査
定
結
果

山地災害 災害関連事業申請 査定 単位：千円

市町村名 災害名 地区数
路線数 箇所数 面積 (ha)

延長 (m) 被害額 地区数
路線数 箇所数 面積 (ha)

延長 (m)
予　定
申請額 査定結果 査定率 備　　　考

美 馬 市 ８月豪雨 1 1 0.20 ha 10,000 葛生
小　計 １市 1 1 0.20 ha 10,000

吉野川市

台風
16号災

1 1 0.08 ha 20,000 小竹
那 賀 町 2 2 0.25 ha 35,000 立石谷・栩ケ谷

海 陽 町 3 3 0.50 ha 102,346 1 1 0.05 ha 67,346 65,320 97.0%
三筒、鹿ヶ谷、大木屋
うち、三筒地区を災害関
連緊急治山事業で対応

小　計 １市２町 6 6 0.83 ha 157,346 1 1 0.05 ha 67,346 65,320
合　計 ２市２町 7 7 1.03 ha 167,346 1 1 0.05 ha 67,346 65,320

○
治
山
災
害
の
状
況

治山施設災害 治山施設災害申請 査定 単位：千円

市町村名 災害名 地区数
路線数 箇所数 延長 (m)

基数 被害額 地区数
路線数 箇所数 延長 (m)

基数
予　定
申請額 査定結果 査定率 備　　　考

三 好 市 台風
16号災

1 1 77.6m 39,848 1 1 77.6m 39,848 39,583 99.3% 日ノ丸
海 陽 町 1 1 1.0 基 5,000 大木屋
合　計 １市１町 2 2 44,848 1 1 39,848 39,583

管轄 市町村 災害区分
被害報告 査定結果

査定率
（②／①）路線 箇所 延長 事業費 延長 申請事業費

① 延長 査定事業費
②

東部農林
水 産 局

神　山　町 台風16号 3 7 1,280 148,000 1,081 107,662 198 99,185 92.1%
上　勝　町 台風16号 1 1 50 25,000 49 21,440 49 21,440 100.0%
勝　浦　町 台風16号 1 2 26 18,000 23 6,101 23 6,069 99.5%
佐那河内村 台風16号 1 1 0 0 26 1,770 26 1,770 100.0%
吉 野 川 市 台風16号 1 1 10 2,000 12 3,101 12 3,101 100.0%

小　　計 7 12 1,366 193,000 1,191 140,074 308 131,565 93.9%

南部総合
県 民 局

海　陽　町
梅雨災害 4 7 106 30,330 106 30,330 106 29,510 97.3%
台風16号 1 2 80 25,000 61 23,913 61 23,913 100.0%

那　賀　町 台風16号 11 11 314 88,500 319 92,745 319 92,087 99.3%
小　　計 16 20 500 143,830 486 146,988 486 145,510 99.0%

西部総合
県 民 局

つ る ぎ 町 地すべり災 1 1 260 200,000 254 228,017 254 220,998 96.9%

三　好　市
地すべり災 1 1 30 150,000 113 178,337 113 175,586 98.5%
台風16号 2 3 77 28,500 86 28,138 86 28,138 100.0%

小　　計 4 5 367 378,500 453 434,492 453 424,722 97.8%
合　　　計 27 37 2,233 715,330 2,130 721,554 1,247 701,797 97.3%

再　　掲

７月８日から９日にかけ
ての梅雨災害　　　　　 4 7 106 30,330 106 30,330 106 29,510 97.3%

台風16号 21 28 1,837 335,000 1,657 284,870 774 275,703 96.8%
地すべり災 2 2 290 350,000 367 406,354 367 396,584 97.6%
合　　　計 27 37 2,233 715,330 2,130 721,554 1,247 701,797 97.3%

■
林
道
災
害
の
査
定
結
果

○
平
成
二
十
八
年
度
発
生
「
林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
」
に
つ
い
て

■
今
後
の
対
応
等

　

林
野
庁
か
ら
の
事
業
決
定
通
知
後
、
順
次
、
治
山
林
道
災
害
事
業

の
早
期
復
旧
に
向
け
、
早
急
な
発
注
に
努
め
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
発
生

治
山
林
道
災
害
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
発
生

治
山
林
道
災
害
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
発
生

治
山
林
道
災
害
に
つ
い
て

単位：千円

NO.191 平成 29 年 1 月 15 日6



　

全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会
主
催
の
森
林
土
木
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
当
協
会
か
ら
推
薦
し
た
垣
内
加
奈
さ
ん
（
徳

島
市
）
の
作
品
が
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

全
森
建
コ
ン
ク
ー
ル
の
趣
旨
は
、森
林
土
木
に
各
種
事
業
が
、

森
林
・
林
業
を
基
盤
か
ら
支
え
る
と
共
に
、
国
民
の
生
命
財
産

を
守
っ
て
い
る
と
い
う
極
め
て
重
要
な
事
業
で
あ
る
こ
と
を
広

く
国
民
各
層
に
浸
透
さ
せ
、
理
解
を
深
め
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー

と
な
る
原
画
を
募
集
す
る
こ
と
で
す
。

　
応
募
作
品
内
容
は

・
工
事
現
場
で
精
力
的
に
働
く
関
係
者
の
姿

・
工
事
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
地
域
住
民
と
の
話
し
合
い
風
景

・
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
笑
顔
と
森
林
土
木
工
事
等
で
す
。

　　

今
回
、
平
成
二
十
八
年
度
全
国
森
林
土
木
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
全
国
か
ら
代
表
の
七
〇
点
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞

一
点
、
優
秀
賞
五
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

日
本
治
山
治
水
協
会
主
催
の
山
地
災
害
防
止
標
語
及
び
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
標

語
部
門
で
全
国
優
秀
賞　

五
点
中
の
一
点
と
し
て
、
徳
島
県
か
ら
鳥
潟　
一
太
さ
ん
（
徳
島

県
海
部
郡
海
陽
町　
宍
喰
小
学
校
六
年
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
奨
励
賞　

五
点
中

の
一
点
と
し
て
、
松
本　
梨
里
菜
さ
ん
（
徳
島
県
海
部
郡
美
波
町　
日
和
佐
小
学
校
六
年
）
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
山
地
災
害
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、
都
道

府
県
及
び
市
町
村
が
行
う
「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
関
連
行
事
と
し
て
、
標
語

及
び
写
真
の
作
品
を
募
集
し
て
き
ま
し
た
。

　

標
語
の
テ
ー
マ
は
「
山
地
災
害
の
防
止
、
森
林
や
治
山
事
業
の
効
果
、
防
災
意
識
の
高
揚
」

な
ど
を
広
く
国
民
に
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
写
真
は
災
害
を
守
る
施
設
、
防
災
パ

ト
ロ
ー
ル
、
山
で
く
ら
す
人
々
と
災
害
に
関
連
す
る
こ
と
等
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
局
地
的
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
豪
雨
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
、
国
民
県
民
の

安
全
・
安
心
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
脆
弱
な
地
形
環
境
の
徳
島

県
に
と
っ
て
災
害
を
今
一
度
考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
関
係
者
の
皆
様
方
に
参
加
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
全
国
応
募
総
数
は
二
四
〇
八
点
、
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
一
三
六
点

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
五
点
、
奨
励
賞
五
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
今
回
多
く
の
作
品
の
中
か
ら
標
語
部
門
で
二
人
の
方
が
優
秀
賞
と
奨
励
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
潟
さ
ん
、
松
本
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
応
募
さ
れ
ま
し

た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
も
作
品
の
応
募
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本協会の主な動向（11月〜 12 月）
11月
7 日㈪　平成28年度治山林道技術研修会
21日㈪　平成28年度中四国森林土木建設業協議会
　　　　（愛媛県）
28日㈪　平成28年度全国森林土木建設業協会技術・労働
　　　　委員会（東京都）
12月
1 日㈭　平成28年度日本林道協会通常総会、治山・林道
　　　　コンクール表彰式（東京都）
26日㈪　平成29年度治山林道事業に関する知事要望

備 忘 録備 忘 録
　平成29年の新春　謹んでお喜び申し上げます。本年もどう
ぞよろしくお願い申し上げます。
　昨年は皆様方のご指導、ご協力により補正・当初公共事業
予算獲得に少々ですが関われたのではないかと思います。
「酉」年の由来は、果実や物事が熟す時であると言われてい
ます。今年こそ干支にちなんでこれらが美味しく食べられる
果実となるよう頑張ってまいります。新たな年が良い幕開け
となるよう気を引き締めて取り組んで参りたいと思います。

全国森林土木写真コンクール
平成28年度

垣
　内
　加
　奈
　さ
ん

撮
影
者

　垣
内
加
奈

優秀賞
受賞!!

平
成
二
十
八
年
度

山
地
災
害
防
止
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

「
何
の
音
?!
　いつ
も
と
ち
が
う

山
の
こ
え
」

鳥
　潟
　一
　太
　さ
ん

（
徳
島
県
海
部
郡
海
陽
町

　宍喰
小
学
校
六
年
）

「
山
の
木
が
　命た
す
け
る

宝
も
の
」

松
　本
　梨
里
菜
　さ
ん

（
徳
島
県
海
部
郡
美
波
町

　日和
佐
小
学
校
六
年
）

優
秀
賞

奨
励
賞
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